
 

 

 

 

            

『此の世の果ての殺人』  

荒木あかね著 講談社刊 

小惑星が日本に衝突することが発表され、世界は

大混乱に陥った。しかし小春は夢をかなえるために、

太宰府で自動車の教習を受け続ける。 

ある時教習車のトランクに女性の死体を発見した

小春は、地球最後の謎解きを始める――。 
 

『僕の永遠を全部あげる』 汐見夏衛著 一迅社刊 

 流れ星の降る夜、永遠の物語を残して消えた、かけがえのない人―永遠

の愛を描いた、号泣必至の青春小説。 
 

『ＩｎｖｅｒｔⅡ 覗き窓の死角』 

相沢沙呼著 講談社刊 
嵐の山荘に潜む若き犯罪者と、翡翠をアリバイ証

人に仕立て上げる写真家。翡翠は犯人たちが仕掛

けた巧妙なトリックに挑むが…。 

犯人視点で描かれる倒叙ミステリの金字塔! 
 
 

『青春ゲシュタルト崩壊』 丸井とまと著 スターツ出版刊 

勉強も部活も要領よくこなす朝葉は、周りに合わせて生きるうちに自分を

見失ってしまい…‥。青春の息苦しさにそっと寄り添う感動の恋愛小説。 

 

『変な絵』 雨穴著 双葉社刊 
 
 いったい、彼らは何を伝えたかったのか――。 

９枚の奇妙な絵に秘められた衝撃の真実とは!? 

その謎が解けたとき、すべての事件が一つに繋が

る! 

 今、最も注目を集めるホラー作家が描く、戦慄の

国民的スケッチ・ミステリー! 

 

 

 

 

 

『光のとこにいてね』 

一穂ミチ著 文藝春秋刊 

古びた団地の片隅で出会った結珠と果遠。

果遠にとって、ほんの数回会った彼女が人生の

全部だった。運命の 2 人の感動の物語。 
 

『リバー』 奥田英朗著 集英社刊 
  

同一犯か? 模倣犯か? 

十年前、渡良瀬川の河川敷で相次いで女

性が殺された時と酷似した手口が、街を凍ら

せていく。緊迫感あふれる圧巻の犯罪小説。 

 

 

 

『まともがゆれる』 

木ノ戸昌幸著 朝日出版社刊 

弱くていいのだ。ダメでいいのだ。ダメだから人に

救われるし、救われたら人を救おうと思うのである。 

「べき」「ねば」といった既存の観念に疑問符を

投げかけ、様々な創造的実践を繰り広げる障害

福祉ＮＰＯ法人スウィングの実践を紹介する。 
 

 

 

 

 

『キリンのひづめ、ヒトの指 比べてわかる

生き物の進化』 郡司芽久著 NKHK 出版刊 

「生き物に『ざんねんな進化』はない!どの動物の

進化にも、それぞれの味わいがある。」 

 「キリン博士」によるユニークな進化の話。 

 

 

 

 

『エモい古語辞典』  

堀越英美著 朝日出版刊  

「うそうそ時に逢いましょう」「海月の骨のような恋

をした」など、胸がうずく、心がゆれる、宝石みたいな

言葉たち。 小説やマンガなどの創作向けに、想像

力が刺激される「エモい」古語を厳選した古語辞典。 

 

 

 
 

『明日、野球やめます』  

鳥谷敬著 集英社刊 

「グラウンドに立ち続けることが、プロ野球選手

としての自分の価値だった」 

今だから明かす栄光と苦悩の日々。 
 
『中高生のスポーツハローワーク

ースポーツを仕事にしたい君へ』  

 内田暁編 学研プラス刊  

スポーツ業界の仕事と職種がわかる!見つか

る!画期的な本。 
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900 小説（文学） 

300 社会科学 

 

400 自然科学 

700 芸術・スポーツ・娯楽 
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